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秋の味覚、梨の季節がやってきました。

市内4地区にある観光梨園が8月中旬から、オープン

します。入園料は無料です。

今年もみずみずしい梨が、たわわに実っています。

あなたも梨のもぎとりを体験してみませんか。

なお、梨園の案内パンフレットを商工観光課に用意

してありますので、ぜひご利用ください。

商工観光課観光係　366-7327

ハローダイヤル（携帯電話可）容03-5777-8600

梨 の品種 と価格（時期は気象条件により多少前後することがあります）

ぶどう狩りも楽しめます
市内で果物狩りが楽しめるのは梨だけではありません。

常盤平地区にはぶどう園が2ヵ所あり、ベストシーズンは8月

下旬から9月上旬までです。ほかに、リンゴやキウイを栽培

している農家もあり 、農園や庭先での直売や‘

宅配便による購入もできます。

詳しくはお問い合わせく ださい。

開園期間…8 月下旬～10 月下旬

品種…巨峰・ふじみのりなど

［固商工観光課a366 ―ﾜ32ﾜ 、加藤ぶどう園（金ケ作) o388

－35ﾜ8 、相田ぶどう園（千駄堀) c341-3588
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～
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五香・金ケ作地区

新京成電鉄常盤平・五香・元山の各駅下車。五香駅からは

新京成バス「小新山行き」で金ケ作入口下車のバス便あり

圖真嶋S387-1019  (真嶋園）、時田S387-1637  (時田園）、

真嶋0387-3281  (吉乃園）

金ヶ作　6　か，
自然公丐　　粕

松戸駅西口から京成バス「市立東松戸病院行き」

で、東部スポーツパーク前から終点までの各停留

所下車、または「梨香台団地行き」で終点下車。

JR武蔵野線・北総開発鉄道東松戸駅または秋山駅

下車

固渡来25392 ―6471 園）、岡田・391-8077,

（治園）、石橋S392-9131  (高松園）、松丸≪392-

6866 (長吉園）

串崎地区

六実地区

東武野田線六

実駅下車　　　 亠･

圖 石#S387-

5609  (石井梨園)、

野口S384-1359

(野口果樹園)

新京成電鉄くぬぎ山駅下車、または北

総開発鉄道大町駅下車

固松戸市農協松飛台支店0385-5050

人 口 と世 帯　ﾜ 月1日現在 お盆中の応急歯科診療所

8月13 日(月)～16 日㈲の4日間は下表の歯科診療所を開設します。

圖保健福祉課管理係Q366-ﾜ ∠旧2

診療日 受付時間 診 療 所 名 所 在地 電話番号

8/13C月) 午前

9 時
Ｓ

午
後

4 時

30
分

平賀デンタルオフィス 常盤平1－22－5 388-3188

14 ㈲ あらき歯科クリニック 西馬橋蔵元町6 309-2610

15 ㈲ 宮本歯科医院 根本9一回
362-28ﾜ6

㎜㎜ ㎜㎜㎜--- ■r ■■　　 ㎜㎜

364

一161616 ㈲ 小林歯科クリニック 根本13-5

※受診する際は、あらかじめ医療機関へ確認してください。

8月15日（水）の「ごみの収集」・

「し 尿 の く み 取 り 」 は お 休 み で す

圖環境業務課登366-ﾜ333

ごみは、分別方法を正しく守って、決め

られた曜日の午前8時30分までに決まっ

たごみ集積所に出し ましょう。

外国人向けごみの分別チラシ5カ国語（英

語・中国語・ハングル・スペイン語・ポル

トガル語）を作成しましたので、皆さんの

お近くに知り合いの外国の人がいましたら、

ぜひ教えてあげてください。

※し尿のくみ取りが必要な場合は､ 早めに連

絡してください。

粗大ごみを出したい時は

粗大ごみ受付センターa  391-0007 へ

受け付けは 、月曜日から金曜日、午前8

時30 分から午後5 時（祝日 、振替休日、年

末年始を除＜）

人口

男

女

帯世

466,557人 ［－　721

235,280人 ［－　771

231,277人 ［十　51

185,052世帯［十113 ］

｢リサイクルするプラスチック｣

分別作戦　　　　　　　　　②

｢住みよい街｣ をつくるために③

道路ふれあい月間　　　　　④

みんなおいでよ　おはなしキャ

ラバン　　　　　　　　　　⑤

情報チャンネル　　　　　⑥⑦

主な内容

観 光 梨 園

2001

がオープンします
開

園
期
間
は

8月

中

旬

～10月

中

旬

松戸の梨もぎにご家族

で出かけませんか！
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捨
て
る
前
に
再
チ
ェ
ッ
ク
！

「
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」

4
月
か
ら
ご
み
の
八
分
別
が
始
ま
り
、
早
く
も
四
ヵ
月
が
た
ち
ま

し
た
。
6
月
2
5
日
号
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
に
支
え
ら
れ
、
分
別
の
変
更
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
が
、

そ
の
中
で
一
つ
だ
け
、
さ
ら
に
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
「
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
の
分
別
の

徹
底
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

圖
環
境
計
画
課
総
務
係
登
3
6
6
・
7
3
3
1

ご
み
の
組
成
や
発
生
量
を
み
る

と

、
本
当

な
ら
「
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
」
に
分
け
ら
れ

る
も
の
が
「
そ
の
他
の

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
な
ど
の
ご
み
」
に
な

っ
て

い

る
こ

と
が
多

い
よ
う
で
す
。

も
う

一
度
、
次
の
チ
ェ
ッ
ク

ポ

イ

ン
ト
を
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。「
そ
の
他
の

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
な

ど
の
ご
み
」
か
ら

「
リ
サ
イ
ク
ル

す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
に
分
け
ら

れ
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

分
別
す
る
と
き
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

！
①
商
品
の
容
器
や
包
装
に
使
わ
れ

て

い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
汚
れ
て

い
な

い
も
の
は
、「
リ
サ
イ

ク
ル
す

る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
と
し
て
分
け

て

い
ま
す
か
。

②
商
品
の
容
器
や
包
装
に
使
わ
れ

て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
汚
れ
て

い
る
も
の
で
も
、
軽
く
洗

っ
た
り
、

拭
き
取

れ
ば
き
れ

い
に
な
る
も

の

汚れは軽く洗って

③
汚
れ
た
ま
ま
の
容
器
包
装
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
を
「
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
に
入
れ
て
い
ま

せ
ん
か
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
流
れ

「
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
プ
ラ
ス
チ

ッ

ク
」
は
次
の
よ
う
に
リ
サ
イ

ク
ル

さ
れ
ま
す
。

な
ぜ
、
き
ち
ん
と
分
別

し
な
い
と
い
け
な
い
の
？

市
か
ら
財
日
杢
谷
器
包
装
リ
サ

イ
ク
ル
協
会

が
指
定
し
た
再
商
品

化

事
業
者
に
引
き
渡
す
と

き
に

、

汚

れ
た
容
器
包
装

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

や
そ
の
他
の

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
な
ど

の
異
物

が
混
入
さ

れ
る
と

、
引

き

受

け
を
拒
否
さ

れ
る
こ
と
も

あ
り

ま
す
。
そ
う
な

る
と
リ
サ
イ

ク
ル

が
で
き
な
く
な
り
ま
す

。

ま
た
、
き
ち

ん
と
分
別
し

た
り

、

洗
っ
た
り
し
て

「
そ

の
他

の
プ
ラ

ス
チ

ッ
ク
な
ど

の
ご
み
」

に
混

ざ

っ
て

い
る
容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ

ッ

～平成12年度～

市内の大気環境測定結果をお知らせします

ク
を
「
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
」
に
分
け
る
こ
と
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
や
、
処
理
コ

ス
ト
の
低
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

最
商
品
化
事
業
者
に
よ
る

リ
サ
イ
ク
ル
方
法
の
例

◆
原
材
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

手
選
別
、
粉
砕
洗
浄
後
に
板
状

に
加
工
さ
れ
、
公
園
の
く
い
や
分

別
収
集
コ
ン
テ
ナ
な
ど
に
利
用

◆
油
化
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

特
殊
な
装
置
で
重
油
状
の
も
の

に
し
て
、
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
で
燃
料

と
し
て
利
用

◆
ガ
ス
化
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

溶
融
さ
れ
、
各
成
分
に
分
解
。

ガ
ス
は
発
電
に
、
非
金
属
の
固
形

物
は
路
盤
材
な
ど
に
利
用

大気中のオキシダント測定機

二酸化硫黄・一酸化炭素は環境基準を達成

していますが、浮遊粒子状物質および二酸化

窒素については、局により未達成でした。

光化学オキシダントについては、環境基準

は未達成で、東葛地域の光化学スモッグ注意

報発令は11日でしたが、健康被害の発生は報

告されませんでした。

また、有害大気汚染物質について、トリク

ロロエチレン、テトラクロロエチレンは環境

基準を達成していますが、ベンゼンは一部未

達成でした。

[平成12年度大気環境測定結果]

最近、市内の川がきれいになってきています。川の中には多くの魚がすみ、

その水は飲み水にもなります。しかし 、まだ油膜等による水質事故が頻繁に

起きています。

｢これくらいなら大丈夫だろう｣ 、そんなささいな油の流出が積み重なって、

川の汚染につながります。

工場・事業所の皆さん、もう一度油類の適正な管理と場内の点検をお願い

します。また、一般家庭でも、食用油等の家庭で使用した油類を適正に処理

するように、ご協力をお願いします。

大気汚染物質の発生は工場や事業所のほか、物の燃焼や自動車などにもよります。

◆自動車の空ぶかしや急発進・急加速はやめましょう。

◆ごみの焼却は、ご近所に迷惑をかけることもありますので、自粛をお願いします。

固環境保全課大気騒音係登366-7337

◆◆◆こんなことに気をつけよう◆◆◆

◆台所で使用した天ぷら油等の油類を流さない

◆自動車等の機械類の整備から出る油は、適正に処理する

◆灯油の管理を適正にする

五 香 駅 周 辺

市 営 駐 輪 場

(定期使用申請)

の 公 開 抽 選

圖環境保全課水質保全係登366-ﾜ33ﾜ

6
月
2
5
囗
か
ら
7
月
2
0
日
ま
で

に
募
集
し
た
有
料
駐
輪
場

に
つ

い

て
、
公

開
抽
選
を
行

い
ま
す

。

日
時
…
8
月
9
日
米
午
後
1
時
～

3
時
会
場
…
市

役
所
本
館
三
階
安
全
課

抽
選
方
法
・：
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

よ
る
無
作
為
抽
選

抽
選
結
果
ｙ
・
8
月
中
旬
～
下
旬
に

抽
選
結
果
を

申
請
者
に
郵

送圖
安
全
課
自

転
車
対
策
係

歯
を
大
切
に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

そ
の
八
十
八
　
口
内
炎
に
つ
い
て

口
内
炎
と

は
、
口

腔
粘

膜
に

生
じ
た
炎
症
性

の
病
変

を
総
称

し
た
も

の
で

、
さ
ま

ざ
ま

な
種

類

が
あ
り
ま
す

が
、
今

回
は
、

皆

さ
ん
が
い
わ
ゆ
る
口
内
炎

と

呼

ん
で

い
る
も
の
に
つ
い
て
お

話
し

よ
う
と
思

い
ま

す
。

い
わ
ゆ
る
口
内
炎

と
は
、
粘

膜
に
お
い
て
二
～
十
ミ
リ
の
類
円

形
で

境
界
明

瞭
な
び
ら
ん
、
ま

た
は
浅
い
潰
瘍
で
、
表
面
に
は

白
色

の
偽
膜

が
付

着
し

て
、
周

囲
が
炎
症
性
に
赤
く
な
っ
て
い

る
状
態

で
、
正

確
に
は
ア
フ
タ

と
呼

ん
で
い
ま
す
。
ア
フ
タ
と

い
う

の
は
症
状
の
名
前

で
、
さ

ま

ざ
ま
な
疾
患
で
生
じ
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
口
腔
粘
膜
外

よ
り

の
刺
激
や
ア
レ
ル
ギ
ー
、

白

血
球
減
少

症
、
ウ
イ
ル
ス
感

染

な
ど
が
あ
り

ま
す
が
、
原
因

が
不
明

の
場

合
も
多
く
あ
り
ま

す
。最

も
多

い
の
が
慢
性
再

発
性

ア
フ
タ
と
呼

ば
れ
る
も
の
で
、

一
～

数
個
の
ア
フ
タ
が
繰
り
返

し
定

期
的
、
不

定
期
的
に
出
現

す
る
場
合
を
言

い
ま
す
。
再

発

ま
で
の
期
間
は
さ
ま
ざ
ま
で
、

全
身
症
状
を
伴

つ
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
主
な
症
状
は
接
触
痛

で
、
そ
の
た
め
食
事
な
ど
が
不

便
に
な
り
、
け

っ
こ
う
や

っ
か

い
な
も
の
で
す
。
通
常
十
日
前

後
で
治
癒
し
ま
す
。

慢
性
再

発
性
ア
フ

タ
の
原
因

は
不

明
で
、
治
療
に
は
的
確
な

方
法
が
な

い
た
め
に
、
ス
テ
ロ

イ
ド
軟
こ
う
の
塗
布
や
ス
テ
ロ

イ
ド
剤
の

バ
ッ
チ
を
張

り
付
け

た
Ｉ

す
る
対
症
療
法

が
行
わ
れ

て

い
ま
す
。
最
近
で
は
、
レ

ー

ザ
ー
を
使

っ
て
患
部
を
処
置
す

る
こ

と
で
、
比
較
的
短
期
間
に

治
癒
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
に

な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
一

～
二

個
の
ア
フ

タ
を
生
じ

る
だ

け
の
孤
立
性
ア
フ

タ
と

い
う
も

の
も
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
乳
児

の
裏
あ

ご
に
左

右
対
称
に
出
現
し
た
も

の
を

ベ

ド
ナ
ー
ア
フ

タ
と
言

い
、
ほ
乳

時
の
吸

引
圧
や
摩
擦

が
原
因
で

す
。
裏
あ
ご
の
後

ろ
の
ほ
う

に

多
発
性
の
ア
フ

タ
が
発
症
す

る

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
も
あ
り
ま
す

が
、
や
は
り
対
症
療
法

が
中

心

に
な
り
ま
す
。

こ

の
よ
う
な
ア

フ
タ
に

つ
い

て
は
、
あ
ま
り
深
刻
に

な
る
必

要

は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
結
核
性

潰
瘍
や
腫
瘍

（
ガ
ン
）
性

潰
瘍

な
ど
鑑
別

が
必
要
な
似
通

っ
た

も
の
も
あ
る

の
で
、
治
り

に
く

い
口
内
炎
は
歯
科
医

の
診
断

を

受

け
る
よ
う
に
し
た

い
も
の
で

す
。そ

の
他
ま

れ
で
は

あ
り

ま
す

が
、
再

発
性

ア
フ
タ
と
と

も
に

眼

の
ブ
ド
ウ
膜
炎

、
皮

膚
の
結

節
性
紅
斑
、
外
陰
部
の
潰
瘍
を

伴
う
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
な
ど
が

あ
り
ま
す

。
こ

れ
は
、
そ

の
所

見
か
ら
は
他

の
ア
フ
タ
と
の
鑑

別
は
不
可
能
で

、
随
伴

症
状
と

併
せ
て
診
断
し
ま

す
。

最
後
に
、
義
歯

の
当

た
り

な

ど
に
よ

る
接

触
性

の
潰
瘍
も
ま

れ
に

ガ
ン
化
す

る
こ

と
も
あ
る

の
で
注
意

が
必
要

で
す
。

（
松
戸

歯

科
医

師

会
）

きれいな川を守るために
油類の取り扱いについてのお願い

分
別
作
戦

は
、
汚
れ
を
落
と
し
て
「
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
に
入

れ
て
い
ま
す
か
。

2
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社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
を

松
戸
市
児
童
福
祉
懇
話
会
が
発
足

少
子
高
齢
化
や
家
族
の
小
規
模

化
、
ま
た
男
女
共
同
参
画
社
会
へ

の
動
き
な
ど
、
私
た
ち
を
取
り
巻

ぐ
社
会
環
境
は
変
化
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
動
き
に
応
じ

た
児
童
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
を

図
る
た
め
、
市
民
の
視
点
か
ら
提

言
を
い
た
だ
く
「
松
戸
市
児
童
福第1 回 松戸市児童福祉懇話会

祉
懇
話
会
」

が
発
足
し

ま
し
た
。

主
な
テ

ー
マ
は
今

後
の
家
族
支

援
や
、
保
育
所

・
児
童
館

な
ど
の

児
童
福
祉
施
設

の
整

備
の
在
庫
方

な
ど
に

つ
い
て
で

す
。

懇
話
会

の
委
員

は
、
関
係
団
体

お
よ

び
一
般
公
募

の
市

民
な
ど
計

十
二
人
で
構

成
さ
れ
て

い
ま
す
。

7
月
3
1
日
、
第
一
回
の
会
議
が

開
催
さ
れ
、
各
委
員
に
委
嘱
状
が

交
付

さ
れ
た

後
、
会

議
は
公

開
す

る
な
ど
今

後
の
運

営
方
針

が
決
ま

り
ま
し
た

。

な
お
、
次
回
会
議
は
、
8
月
2
1

日
㈹
午
後
2
時
か
ら
、
市
役
所
七

階
大
会
議
室

で
開
催

し
ま
す
。
傍

聴
を

ご
希

望
の
人

は
、
お
問

い
合

わ
せ
く

だ
さ
い
。

圖
児
童
福
祉
課
総
務
係
登
3
6
6
・
7

まつどファミリー・サポート・センター基礎研修会

まつどファミリー・サポート・センターは育児の援助を行いたい人（提

供会員）、育児の援助を受けたい人（利用会員）からなる会員組織です。

地域のより身近な人同士でお子さんを預けたり、預かったりができるよ

う 、提供会員を募集します。

対象は、育児援助活動に理解と熱意があり、健康な市内在住の人で、特

に資格などは必要ありません。入会説明会および活動に必要な知識や技術

を身に付けるため、基礎研修会に参加できることが条件となります。

〈基礎研修会〉

日時…8月28 日㈹午前9時30 分～午後ら時

内容…相互援助活動の基本、事例研究会、交流会

※入会説明会は提供会員・利用会員とも、毎月第3火曜日午後3時（10月～

3月は午前10 時）から、女性センターゆうまつど（本町14 の10 ）で開催。

また、随時入会説明会を行っていますので、ご利用＜ださい。

圃電話でまつどファミリー･ サポート・センター登330-29 印（月～土曜

日の午前9時～午後ら時）へ

松戸市児童福祉懇話会委員名簿

氏　名 職 業 等

栃本一三郎 学識経験者・上智大学助教授

竹内由紀子 CAP今日和代表

荒久美子
男女共同参画推進グループ
(一時保育グループ)

伊藤昌治 松戸青年会議所（理事長）

長谷川勝子 子すずめ保育園長

川並珠緒 聖徳幼稚園事務長

水野努 南部なかよし学童保育所運営委員長

田中富美子 松戸市民生児童委員協議会（主任児童委員）

木場文子 市民

堀安子 市民

大倉彌司郎 市民

竹本克巳 松飛台小学校教頭

住
み
良
い
環
境

を

平成14年松戸市成人式

固
建
築
指
導
課
指
導
係
昔
3
6
6
・
7
3
6
8

建
築
協
定
で
住
み
よ
い
街
づ
く
り
を

「
二

階
建

て
の
建
物
し
か
建

っ

て

い
な
か
っ
た
の
に
、
隣
の
空
き

地
に
高
層

マ
ン
シ
ョ
ン
が
建

っ
て

日
当
た
り

が
悪

く
な
っ
た
」

こ
ん
な
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

建
物
を
建

て
る
場

合
は
建
築
基

準
法
を
守
ら

な
け

れ

ば
な
り
ま
せ

ん

が
、
こ

れ
は
街

づ
く
り
の
最
低

限

の
ル

ー
ル
を
定

め
た
も
の
。
こ

の
基
準

に
は
合

っ
て

い
る
建
築
物

で
も
、
日
照

、
通
風

、

プ
ラ
イ

バ

シ

ー
な
ど
の
問

題
が
生
じ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す

。

こ

の
よ
う

な
問
題
を
未

然
に
防

ぎ
、
住
み

よ
い
街

を
つ
く
る
た
め

の
手
段

の
一
つ
と
し

て

「
建
築
協

定
」
と

い
う
制

度
が
あ
り
ま
す

。

こ

の
制
度

で
は
住
み
よ

い
街

づ

く
り

の
た
め
に
、
一
定
街
区

内
（
お

お
む
ね
町
会
単

位
）
の
土
地
・
建

物

の
所
有

者
な
ど
全
員
の
合
意
に

よ
っ
て
基
準
よ
り
厳
し
い
ル
ー
ル

を
定

め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
現

在
、
市
内

で
は
上

本
郷
松
ケ
丘
団

地
自
治
会

な
ど
四

地
区

で
協

定
が

結

ば
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
協
定
は
、
市
長

の
認
可
を

受

け
て
、
公
的
な
も

の
に
な
り
ま

す
。
既
存

の
住
宅
地

の
場

合
に

は
、

無
理
の
な

い
よ
う
一

つ
の
協

定
か

ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
よ
り
よ

い
街

づ
く
り
に
つ
な

が
り
ま
す

。

市
で
は
、
市
民

の
皆

さ
ん
に
建

築
協

定
の
概
要
を
理
解
し
て

い
た

だ
く
た
め

の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
用

意
し
て

い
ま
す

。
お
気
軽
に

ご
相

談
く
だ
さ

い
。

[住宅地における建築協定例]

日時…平成14 年1月鍋日

冊午前11時から(予定)

会場…森のホール21

対象…昭和56年4月2日～

5ﾜ年4月1日生まれの市民

団社会教育課o366 ―ﾜ4

62

原
爆
投
下
日
に
は
慰
霊

と
平
和
の
祈
念
を

昭
和
2
0
年
8
月
6
日
午
前
8
時
1
5
分
広

島
に
、
9
日
壬
剛
1
1
時
2
分
長
崎
に
原
子

爆
弾
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
、
今
年
で
五
十

六
年
に
な
り
ま
す
。

死
没
者
の
め
い
福
と
世
界
の
平
和
を
祈

り

、
各

職
場
や
家

庭
で
、
一
分
間
の

黙

と
う

を
し
ま
し

ょ
う
。

圖
総
務
企
画
本
部

総
務
課
登
3
6
6
・
7

3
0
［
ｊ

原爆ドーム

皆さんの私道は適切に管理されてい

ますか？
皆さんが所有や専有、使用してい

る私道（建築基準法第42条1項3
号・同法第42 条1項5号・同法42 条

2項・同法第43 条1項ただし書きの
適用等）が適切に管理されていない
ため、最近、いろいろなトラブルが

発生するケースが多く見受けられま
す。皆さんで管理組合・管理規約等
を設け、維持管理・補修等を行いま

しょう。

狭
あ
い
道
路
の
解
消
に
ご
協
力
を

道
路
は
人
や
車
を
通
行

さ
せ

る

だ
け
で
な
く
、
日
照
や
通
風

の
確

保
、
火
災
時
に
は
延
焼

の
防
止

や

消
火
活
動
の
場
と
な

る
な
ど

い
ろ

い
ろ
な
役
割
を
持

っ
て
、
私
た
ち

の
日
常
生
活
を
支
え
て

い
ま
す

。

し
か
し
、
市
内
に
は
道
幅

が
四

メ
ー
ト
ル
に
満
た
な

い
道
路

や
す

み
切
り
の
な

い
角
地

が
か
な
り

あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
狭

い
道

路
は
、

災
害
時
の
緊
急
自
動
車

の
進
入

や

救
助
活
動
、
安
全
な
避
難
行
動

の

妨
げ
に
な
る
な
ど
、

さ
ま

ざ
ま

な

問
題
が
考
え
ら
れ
ま
す

。

そ
こ
で
市
で
は
、「
松
戸
市
狭

あ

い
道
路
後
退
用
地
等
整
備
要
綱
」

を
施
行
し
ま
し
た

。

新
築
・
増
築
等

の
建
設
時
に

は
、

建
築
主
や
土
地
所
有
者

の
協
力

を

狭あい道路の整備例

い
た
だ
き
、「
狭

あ
い
道
路
」
の
解

消
に
向
け
て
整
備

事
業

を
進
め
て

い
ま
す

。
安
全
で
快
適

な
、
生
活

環
境

づ
く
り

の
た

め
に
、
市
民

の

皆
さ
ん
の

ご
理
解
と

ご
協
力

を
お

願

い
し
ま
す

。

支
援

第
三
回

介
護
予
防
を
知
っ
て
い
ま
す
か

今
月
は
、
市
で
行
っ
て
い
る

介
護
予
防
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

ご

隠

居

そ
う

じ

ゃ
の
う

。

で

は

「
介

護

予

防

教

室

」

の

話

か

ら

始

め

よ
う

か

の
う

。

八
っ
つ
あ
ん

「
介

護

予

防

教

室

」
で
す

か

い

。

ど

ん

な

こ

と

を

教
え

て

く

れ

る

ん

で

す

か

。

ご

隠

居

こ

の

教

室

は

な

、

高

齢

者

が

い

つ

ま

で

も

元

気

で

、

誰

か

の

世

話

に

な

ら

ず

に

自

宅

で

生

活

で

き

る

に

は

、

ど

ん

な

こ

と

に

気

を

つ

け

た

ら

い

い
か

を

生

活

の

い
ろ

い
ろ

な

面

か

ら

考

え

よ

う

と

い
う

も

の

な

の

じ

ゃ
。

主

催

は

在

宅

介

護

支

援

セ

ン

タ

ー

で

、「
転

倒

骨

折

予

防

教

室

」
と

、

「
痴

呆

予

防

教

室

」
と

か

「
ね

た

き

り

予

防

教

室

」

が

あ

る

ぞ
。

八
っ
つ
あ
ん

そ

う

い
え

ば
、

あ

っ
し

の
友

達

の

親

が

、
転

ん

で
骨

を

折

り

、

寝

た

き

り

に

な

っ
て

し

ま

い
ま

し

た

よ

。

と

こ

ろ

で

、「
介

護

予

防

教

室

」

を
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
っ

て

い
う

所

で

や

っ
て

い

る
こ

と

は

分

か

り

や

し

た

が
、

参

加

す

る

に

は

ど

う

し

た

ら

い

い

ん
で

す

か

ね

。

ご

隠

居

日

に

ち

や

時

間

・
場

所

に

つ

固
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
介
護

支
援
課
内
）
　昔
3
6
6
・
7
3
4
3

い
て
は
、
市
役
所

の
介

護
支
援

課
や
各
地
域

の
在
宅
介

護
支
援

セ
ン

タ
ー
に
聞
く

か
、「
広
報
ま

つ
ど
」
を
気
を

つ
け

て
見

て
み

る
と

い
い
よ

。

八
っ
つ
あ
ん

「
介
護
予
防

教
室
」
以
外

に
や

っ
て

い
る
こ
と

は
な
い
ん
で
す

か

い
。

ご

隠

居

高
齢
者

だ
け

の
う
ち

や
独
り

暮
ら
し

の
人

の
日
常

生
活

の
手

伝

い
を
す

る
「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
派
遣
」

や
、
高
齢
者
同
士

の

ふ

れ
あ

い
の
場
で

あ
る
「
ふ
れ

あ

い
サ

ロ
ン
」
て
え

い
う

も
の

も
あ

る
ん
だ
よ
。

八
っ
つ
あ
ん

へ
ー
、
い
ろ
ん
な
「
介
護
予

防
」

が
あ

る
ん
で
す
ね
。
ご
隠

居
も
こ

れ
か
ら

の
た
め
に
利
用

し
た
ら
ど
う
で
す
か
ね
ー
っ
。

ご

隠

居

ば
か
者

。
わ
し

は
ま
だ
ま
だ

元
気
だ
か
ら
必
要
な
い
ん
じ
ゃ
。

ち
と
疲

れ
た
、
少
し

横
に
な
る

か
の
う
。
よ
っ
こ
ら
し
ょ
。
あ

い
た
た
た
ー
っ
。

八
っ
つ
あ
ん

ご
隠
居

、
大
丈
夫
で
す
か

い
、

ご
隠
居
、
ご
隠
居
ー
っ
。

敷
居
に
つ

ま
ず
い
た
ご
隠
居

は
骨
折
し

、
介
護

が
必
要
と
な

っ
て
し
ま

い
ま
し

た
。
皆
さ
ん

も
自
分
だ
け

は
大

丈
夫
と
思
わ

ず
、
日

ご
ろ

か
ら
「
予
防
」
に
努

め
ま
し

ょ
う

。

3

提供会員募葉～あなたの子育てを応援します

あなたも《子育てサポーター》～

守
る
た
め
に

（
そ

の
二

）
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8月は『道路ふれあい月間』
8月10日は「道の日」です

ご
存
じ
で
す
か
。
昭
和
2
7
年
8
月
1
0
日
に
道
路
法
が
制
定
さ
れ
、
国

土

交
通
省
（
旧

建
設
省
）
で
は

、
以

後
こ
の
日

を
「
道
の
日

」
、
そ
し

て

8
月
を
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
と
し
、
道
路
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

こ

と
を
見
直
す
期
間

に
定
め
て
い
ま

す
。

夏

休
み

期
間

中

、
避

暑
地
へ

旅

行

す

る
際

な
ど

、
各

幹
線

道
路

に

「
道

路
ふ
れ

あ
い
月
間

」
の

掲
示

を
見

か
け

る
場
合
が

あ

る
か
も
し

れ

ま
せ

ん

。
ぜ
ひ

、
各
地
の

道
路
状
況

を
見
て
い
た
だ

き
、
こ

れ
か
ら
の

道
路
の
よ

り
良
い
在
り
方

に
つ
い
て
ご

意
見
や
ご
協
力

を
い
た
だ

き
た

い

と
思
い
ま
す

。

圜

道
路
維
持
課

登
3
6
6
・
7
3
5
8

○路上に看板やのぼり旗

を置かない

○路上に商品を陳列した

りしない

歩行者、特に高齢者や障害

者などの通行の妨げになって

います。

○路上に自転車を放置し

たり、自動車を駐車し

ない

非常時には緊急車両が通れ

ないなど、人命にかかわるよ

うな事態も考えられます。

ル
ー
ル
違
反
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

道
路
は
、
だ
れ
で
も
自
由
に
通

行
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
個
人
が
自
由
に
使
用
す
る

こ
と
は
、
道
路
法
、
道
路
交
通
法

に
よ
り
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

左
上
の
イ
ラ
ス
ト
は
、
よ
く
見

か
け
る
ル
ー
ル
違
反
を
示
し
て
い

ま
す
。
あ
な
た
が
安
全
に
ス
ム
ー

ズ
な
通
行
を
妨
げ
る
原
因
を
つ
く

っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
も
し
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
改
善
を
お

願
い
し
ま
す
。

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
の

破
損
を
見
つ
け
た
ら
、

ご
連
絡
をし

て
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
・

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
標
識

・
街
路
灯
な
ど
を
整
備

し
て
い
ま
す
が
、
事
故

に
よ
る
当
て
逃
げ
や
、

い
た
ず
ら
な
ど
に
よ
る

破
損
が
多
く
な
っ
て
い

道路パトロールを

実施しています

ま
す
。
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
重
大
な

事
故
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。
も
し
、
当
て
逃
げ
や
破
損

個
所
を
発
見
し
た
ら
、
す
ぐ
に
道

路
維
持
課
（
登
3
6
6
・
7
3
5
8
）
へ

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

看
板
・
日
よ
け
の
設
置

は
申
請
が
必
要
で
す

看板・日よけの設置基準など

よ
け
や
袖
看
板
を
道
路
上
空
に
突

出
し
て
設
置
す
る
場
合
、
歩
道
上

は
二
・
五
㍍
以
上
、
車
道
上
は
四

・
五
㍍
以
上
の
高
さ
が
必
要
と
な

り
、
ま
た
、
道
路
へ
の
出
幅
は
一

㍍
以
内
と
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
設
置
に
つ
い
て
は
、

道
路
法
に
基
づ
く
申
請
が
必
要
と

な
り
、
道
路
の
使
用
の
対
価
と
し

て
占
用
料
（
※
）
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

パトロール中の市職員と警察官

市では、道路（市道）をより良い環境で皆さんに通行して

いだだくために、警察などの関係機関と協力して道路パトロ

ールを実施しています。

不正に道路を使用している場合は 、通行に支障があること

を説明して改善をお願いしています。また 、道路にごみが散

乱していたり、穴があいていた場合は 、速やかに清掃や補修

を行っています。

児

童

扶

養

手

当

の

申

請

を

手

当
を
受

け
る
こ
と

が
で
き

る

人

は
、
次
の
各
号
に
あ
て
は
ま

る

十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後

の
最
初

の
3
月
3
1
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児

童
（
障
害
児
は
二
十
歳
未
満
）
を
監

護
し
て

い
る
母

ま
た
は
母

に
か
わ

り

そ
の
児

童
を
養
育
し
て

い
る
人

（
養
育
者
）
で
す
。

①
父
母

が
離
婚
後
、
父
と
一
緒

に
生
活
を
し
て

い
な

い
②
父

が
死

亡
後
、
公

的
年
金
を
受
給
し
て

い

な

い
③
父

が
重
度

二

級
程
度
）
の

障
害
に
あ
る
④
父
の
生
死
が
明
ら

か
で
な

い
⑤
父
か
ら
引
き
続
き
一

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て

い
る
⑥
父
が

法
令
に
よ
り
引
き
続
き

一
年
以
上

拘
禁
さ
れ
て

い
る
⑦
未
婚

の
母

の

子

で
、
父
と
一
緒
に
生
活
を
し
て

い
な

い

次
の
場
合
は

、
手
当
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん

。

①
対
象
児
童

が
、
母

の
配
偶
者

（
内
縁
関
係
等
を
含
む
）
に
養
育

さ

れ
て
い
る
②

対
象
児
童
の
母
（
養
育

者
）
が
、
国

民
年
金
（
老
齢
福
祉
年

金
を
除
ぐ
）
　・
厚
生
年
金
等
公
的

年

金
を
受
け
ら

れ
る
③
昭
和
6
0年

8
月
1
日
以
降
に
手
当
の
支
給
要

件
に
該
当
し
て
か
ら
五
年
を
経
過

し
て
も
手
当

の
請
求
を
し

な
か
っ

た
と
き
等

※
所
得
に
よ
っ
て
手
当
の
支
給
が

制
限
、
ま
た
は
停
止

さ
れ
る
こ

と

が
あ
り
ま
す

。

児
童
扶
養
手
当
8
月
期
分
を

支

給

し

ま

す

8
月
1
0
日
窗
か
ら
郵
便
局
・
銀

行
で
8
月
期
（
4
～
7
拜
分
）
の
手

当
を

お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。

圜
児
童
福
祉
課
給
付
係
登
3
6
6
・
7

児

童

扶

養

手

当

・

特

別

児

童

扶

養

手

当

現

況

届

の

提

出

を

児
童

扶
養
手
当

・
特
別
児

童
扶

養
手
当

を
受
け

て
い
る
人

に
は
、

8
月
5
日
以
降
に
現
況
届
（
更
新

手
続
き
）
の
用
紙
を
送
り

ま
す
。
こ

の
届
け
出
が
な
い
と
8
月
分
以
降

の
手

当
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん

の
で

ご
注
意
く
だ
さ

い
。

提
出
期
間
8
月
1
3
日
側
～
9
月

1
0日

丱

圖

児
童
扶
養
手
当

＝
児
童
福
祉
課

給
付
係
登
3
6
6
・
7
3
4
7
、
特
別

児
童

扶
養
手
当

＝
障
害
福
祉
課
給

付

係

登
3
6
6
・
7
3
4
8

遺

児

手

当

の

申

請

を

対
象
市

内
に
居
住
し
、
父
母

の

一
方
ま
た
は
両
親
と
死
別
し
た
児

童

（
中
学
校
卒
業
ま
で
）
を
扶
養

し
て

い
る
人
　

申
請
に
必
要
な
も

の
①
認
め
印

②
一
ヵ
月
以
内
に
発

行
さ
れ
た
世
帯
全
員
の
住
民
票
（
本

籍
等
す
べ
て
記
載
さ

れ
た
も

の
）

ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票
記
載
事

項

証
明
書

③
一
ヵ
月

以
内
に
発
行

さ
れ
た
申
請
者
と
遺
児
記
載

の
戸

籍
謄
本
④
申
請
者
名
義
の
預
金
通

帳

（
郵
便
局
を
除
ぐ
）

の
表

紙
の

コ
ピ
ー

※
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す

。
手

当
は
申
請
の
翌
月
か
ら
支
給

。

現
在
受
給
し
て

い
る
人
は
こ

の

手
続
き
は
不
要
で
す

。

遺
児
手
当
8
月
期
分
を
支
給

し

ま

す

遺
児
手
当
の
8
月
期
分
（
4
～

7
月
分
）
を
8
月
1
0
日
金
以
降
に

受
給
者
の
指
定
口
座

に
振
り
込

み

ま
す
。
支
給
月
額
（
児

童
一
人

に
つ
き
）

父
母

の
一
方
と
死
別

＝
五
千

五
百

円
、
両
親
と
死
別

＝
一
万
五
百
円

（
8
月
・
1
2
月
・
4
月
の
年
三
回
支

給
）

ｍ
児
童
福
祉
課
給
付
係
公
3
6
6
・
7

松戸市緑推進委員会を開催｜

ｉ

＝～ 二 Ｊ

ルール違反していませんか？ 道
路
に
は
、
安
全
に
ス
ム
ー
ズ

な
通
行
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
施
設
と

左
の
イ
ラ
ス
ト
の
よ
う
に
、
日
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昨年8月の公演

おはなしキャラバン～8月の公演スケジュール～

上

級

コ

ー

ス

名

称

「
生
涯

学

習

大

学

専

攻
科

」

瀧
本
哲
郎
さ
ん

入

選

二

点

は

次

の
と

お
り

で

す

。

生

涯

学

習

大

学

入

選

作

「
ゆ
う

・
あ

い（
学

習

）
大

学

’

小

森

徳

子

さ

ん

「
ま

っ

ど

シ
テ

ィ

大

学

」

掛

川

一
彦

さ

ん

上

級

コ

ー

ス

入

選

作

「
生

涯

学

習

大

学

発

展

コ

ー

ス
」

今

井

清

文

さ

ん

「
生

涯

学

習

大

学

専

修

科

」

井

上

恭

一

さ

ん

まつど生涯学習大学専攻科受講者を募集

午後1時30 分～3時　会場健康増進センター（総合福祉会館内）　対象市内在住・在勤

の60 歳以上で生涯学習大学を修了している人　定員吝コース20 人（抽選） 費用無料

（教材費等実費）

圃8 月拓日圉 附 着〕までに､往復ハガ判こ住所・氏名（フリガナ）・年齢・性別・電話

番号・生涯学習大学受講年度・希望コース名（第2希望まで明記）・応募の動機・返信用

あて名を記入して、干2ﾜ1-0094 松戸市上矢切299 の1 松戸市総合福祉会館内　公民館

まつど生涯学習大学専攻科係(0368-121 ∠|）へ

パソコン講座 のお知らせ

パソコン操作修得コース

テク ノ21

時間午前9時30分～午後4時30分　対象求職

者　費用無料（テキスト代実費）

※図書館カードをお持ちになれば、本が借りられます。

圈市立図書館a  365 ―引 巧

お

は

な

し

技

術

講

座

P
A
R
T
2

『
演
じ
て
み
よ
う
人
形
劇
』

日
時
…
9
月
8
日
出
・
９
９
一
日
市

午
後
１
時
3
0分
～
４
時
3
0分

会
場
…
財
松
戸
市
お
は
な
し
キ

ャ
ラ
バ
ン
事
業
所

内
容
：
人
形
劇
「
ま
ん
ま
る
パ

ン
」
の
人
形
を
使
っ
て
基
本
操

作
を
習
得

定
員
…
先
着
二
十
五
人

費
用
…
九
百
五
十
円
（
テ
キ
ス

ト
・
脚
本
代
）

圃
8
月
3
1
日
原
〔
必
着
〕
ま
で

に
、
往
復
（

ガ
キ
に
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
職
業
・
受
講

希
望
の
理
由
を
記
入
し
て
、
〒

2
7
0
1
0
0
3
5
松
戸
市
新
松
戸

南
二
の
二
　
剛
松
戸
市
お
は
な

し
キ
ャ
ラ
バ
ン
（
豊
3
4
4
・
3
0

3
7
）
　へ

IT学習支援コース

(パソコンを使用しての自主学習)

定員…各回20 人　　 費用…無料

匣]｢ パソコン操作｣ は求職受付票を持って

8月10 日廊午前9時から、目丁学習｣ は8 月拓

日沐)午前9 時から､直接松戸職業訓練センタ

ー(小金原1 の19 の3､昔3 ∠L9 － 3200) 窓口で

受け付け(IT 学習は電話での申し込みも可)。

※受付開始時に定員を超えた場合は抽選

※募集については毎月行います。

白
井
聖
地
公
園
臨
時
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

運
行
日
・
：
8
月
1
2
日
襾
・
1
3
日

側
・
1
5日

水
・
1
6日
附

運
行
区
間

…
新
京
成
五
香
駅
西

口
～
白
井

聖
地
公

園

停
留
所
…
新
京
成
五
香
駅
西
口

よ
（

高
台
病
院

・
六
実
駅
入
口

・
白
井

聖
地
公

園

（
終
点
）

乗
車

運
賃
・：
（
片
道
）
大
人

六

百
円

こ
于
供
三
百

円

※
全
区

間
同
一
料
金

運

行

時

間
・：
時

刻

表

の
と

お

り

、
一
日
に
三
本
運
行

（
1
3日

丱
は
四
本
運
行

、
片

道
約
四

十

分

）
※
座
席
数
が
限
ら
れ
て

い
ま
す

の
で
座
れ
な

い
場
合

が
あ
り

ま
す
。

※
乗
車
定
員
に
達
す
る
と
、
乗

車
を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

視
聴
覚
教
材
（
1
6
㍉
フ
ィ
ル

ム

）

目

録

を

さ

し

あ

げ

ま

す

各
種
学
習
で

ご
利
用

い
た
だ
け

る
よ
う
視
聴
覚
教
材

（
約
三
百

八

十
本
分
）
目
録
を
作
成
し
ま
し

た
。

希
望
団
体
に
配
布
し
ま
す

。

配

布
場
所
社
会
教
育
課
　

配

布

方
法
直
接
窓
口
で

（
電
話

・
郵

送

で

の
受
け
付
け

は
し
ま
せ

ん
）

費
用
無
料

※
各
団
体
に

一
部
と
し
個
人

に
は

配
布
し
ま
せ

ん
。

※
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す

の
で
、

無
く

な
り
次
第
終
了
し
ま

す
。

圖

社
会
教
育
課
市

民
文
化
係

公
3
6
6
・

７
１
哇
戸０
り乙

市

立

病

院

皮

膚

科

外

来

休

診

の

お

知

ら

せ

休
診
日
8
月
1
3
日
側
・
1
6
日
米

圖
車

立
病
院
皮
膚
科
外
来

登
3
6
3
・

ｎ
乙
１
７
１
内
線
Ｉ
Ｉ
｛
にａ
り亠

※

バ
ス
の
運
行
に
伴

い
白
井
聖

地
公

園
外
周
道
路

の
一
部

が

駐
車

禁
止
と
な
ひ
ま
す
の
で
、

ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

圖
公

園
緑
地
踝

日
井
聖
地
公
園

係

登
3
6
6
・
7
3
8
0

白井聖地公園行き臨時バス時刻表
愛

の

献

血

（

松

戸

グ

リ

ー

ン

ラ

イ

オ

ン

ズ

ク

ラ

ブ

）

８

月
1
0

日

窗

午
前
1
0

時

～

一
１１‥一
時

4
5分

、

午

後

１

時

～

４

時

会

場

伊

勢

丹

松

戸

疸

圜

圖

保

健

福

祉

課

検

μ

診

係

昔
3
6
6・

７

４

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
を

圖
自
衛
隊
柏
募
集
案
内
所
登
０

ｔ４
７
１
・
6
3・
ａ
ｕ
８
８
４

生
涯
学
習
大
学
・
上
級
コ
ー
ス
の
名
称
が

ま
つ
ど
生
涯
学
習
大
学
・
専
攻
科
に
決
定

公
民
館
で

は
、
六
十
歳
以
上

の
市
民
を
対
象

に
毎
年

開
催
し

て

い
る
生
涯
学
習
大
学

お
よ
び

今
年
度

か
ら
新

た
に
開
設

す
る

上
級
コ

ー
ス
の
名

称
募

集
を
行

い
ま
し
た

。

「
生
涯
学
習
大

学
」

の
名

称

募
集
に

は
、
三

十
一
人

か
ら
四

十
四
点

、
ま

た
現
行
名

称
の
継

続
意
見

が
十

一
人

、
上

級
コ
ー

ス
に

は
、
四
十
人

か
ら
五
十
六

点

の
応
募

が
あ
り

ま
し

た
。

名
称

の
選

考
は
、
厳
正

を
期

す
た

め
、
松
戸
市
公
民
館

運
営

審
議
会
に

お
い
て
慎

重
な
審

査

を
お
願

い
し

た
結
果
、
次
の
作

品
に
決
定
し
ま
し

た
。

生

涯

学

習

大

学
名

称

「
ま
つ
ど
生
涯
学
習
大
学
」

塩
崎
俊
一
さ
ん

お
は
な
し

キ
ャ
ラ
バ
ン

■

みんなおいで よ

平成13年度　自衛官等募集
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チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です

登

山

初

級

尾

瀬

一

周

花

の

旅8
月
1
8
日
出
午
前
6
時
3
0
分
～

1
9
日
㈲
午
後
7
時
3
0
分
〔
一
泊
二

日
〕
　

行
き
先
尾

瀬
沼

・
尾

瀬
ヶ

原
　

内

容
山
小
屋
に

一
泊
し
、
尾

瀬
沼
（
一
日
目
）
尾
瀬
ヶ
原
二

日
目
）

の
花

を
訪
ね
る
　

対
象
六

十
歳
未
満
の
人

定
員

先
着
二
十

五
人
　

春
乕

一
万
五
千
円

（
交
通

費

・
保
険
料

・
宿
泊
代

）

匣
電
話
で
、
山
遊
塾
・
永
田
昔
0
9
0

・
8
8
0
3
・
8
3
4
6
へ

朗

読

を

き

く

か

い

8
月
8
日
水
午
前
1
0
時
～
1
1
一
時

3
0
分
　
会
場
ふ
れ
あ
い
2
2
（
健
康

福

祉

会

館

）
　

内

容
松

戸

朗

読

奉

仕

会

会

員

に

よ

る
朗

読

「
江

尸
ふ

し

ぎ
草

子

」

海

野

弘

著
　

対

象

障

害

者

手

帳

を
持

っ

て

い
る

人

お

よ

び
そ
れ
に
準
ず
る
人
（
付
き
添
い

の
人

と

一

緒

の
参

加

も

可

）
　

費

用

無

料

圜

健

康

福

祉

会

館

障
害

者

福

祉

セ

ン
タ
1
昔
3
8
3
・
7
1
1
1
囲
3
8
3
・

催
し
物

カ

ロ

ー

リ

ン

グ

8
月
い
1
1
1
1
一
日
市
午
前
1
0
時
～
正
午

会
場
ふ
れ
あ
い
2
2
（
健
康
福
祉
会

館
）
　
内
容
リ
ハ
ビ
リ
を
兼
ね
た

楽

し

い

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン
　

対

象

障
害

者

手

帳

を

持

っ
て

い

る
人

お
よ
び
そ
れ
に
準
ず
る
人
　
費
用

無

料
圃

電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス

に
氏

名

・
電

話

（
フ

ァ

ク

ス

）

番

号

を

記

入

し

て

、

健

康

福

祉

会

館

障

害

者

福
祉
セ
ン
タ
ー
登
3
8
3
・
7
1
1
1

囲
3
8
3
・
7
8
1
0
へ

「
」
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
「
ロ
ッ
ク

ス
ト
リ

ー
ト
」

8
月
1
0
日
蚩
1
午
後
3
時
3
0
分

2
午
後
6
時
4
5
分
会
場
森
の
ホ

ー
ル
2
1
　
内
容
ロ
ッ
ク
を
モ
チ
ー

フ
に
若
者
た
ち
に
語
り
か
け
る
歌

と
ダ
ン
ス
と
演
劇

※
親
子
百
組
二
百
人
を
無
料
招
待

圃
電
話
で
、
ダ
ン
シ
ン
グ
ー
ス
キ

ュ
ー
バ
・
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
・
有
光

登
3
4
6
・
0
0
4
4
へ

フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

8
月
1
9
日
㈲
午
後
2
時
～
4
時

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　
内
容
「
ス

タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
」
な
ど
の
映
画
音

楽
や
軽
音
楽
を
中
心
に
し
た
コ
ン

サ
ー
ト
　
費
用
無
料

圖
松
戸
市
民
吹
奏
楽
団
・
中
村
昔

3
8
5
・
6
3
9
5
（
夜
間
の
み
）

坂

川

灯

ろ

う

流

し

坂
川

の
清

流
復
活

を
願

っ
て
、

皆

さ
ん
の
手
作
り

の
灯

ろ
う
を
流

し
て
み
ま
せ

ん
か
。

出
来
上
が
っ
た
灯
ろ
う
は
、
8

月
1
8
日
出
午
後
4
時
に
古
ヶ
崎
市

民
セ

ン
タ
ー
へ
持
参
し
て
く
だ

さ

い
。

8
月
1
8
日
出
午
後
7
時
か
ら
〔
雨

天
の
場
合

は
翌
日

〕
　

会
場
栄
町

四
丁
目
地
先

（
栄
橋
周

辺
）

固
坂
川

に
清

流
を
取

り
戻
す
会
・

秋
山
昔
3
6
2
・
9
3
3
7

夏

休

み

親

子

教

室

「

戸

定

邸

を

写

そ

う

」

8
月
2
3
日
水
・
2
4
日
溺
各
午
前

9
時
3
0
分
～
正
午
会
場
戸
定
邸

庭
園

（
戸
定
邸
一
剛
集
合
）
　

内

容

普
段

は
非
公

開
の
戸
定
邸
庭
園
を

特
別

に
公

開
し
、
写
真
撮
影

（
写

生
も
可

）
　

対
象
小
中

学
生
（
保

護

者
も
可

）
　
定

員
各
日
先
着
四

十
人
　

眥

拑
無
料

奈
両
日

と
も
戸
定
邸

に

つ
い
て

の

ガ
イ

ド
ツ
ア

ー
が
あ
り
ま
す

。

※
三
脚

・
イ

ー
ゼ
ル
は
不

可

。
（

イ
ヒ

ー
ル
は
ご
遠
廬

ぐ
だ
さ
い
。

圃
電
話
で
戸
定
歴
史
館
登
3
6
2
・
2

0
5
0
へ

手

賀

沼

水

辺

探

検

隊

（
後

期

）

9
月
8
日
出
・
2
2
日
出
、
1
0
月

7
日
㈲
、
1
1
一
月
2
4
日
出
、
1
2
月
8

日
出
〔
全
五
回
〕
各
午
後
1
時
3
0

分
～
4
時
会
場
手
賀
沼
親
水
広

場

と

そ

の

周

辺
　

内

容

手

賀

沼

や

そ

の

周

辺

の

自

然

に

つ

い

て

観

察

等

の

体

験

学

習

対

象

小

学

四

年

～

中

学

三

年

生
　

定

員

三

十

五

人

（
抽
選
）
　
費
用
無
料

圃
8
月
1
7
日
蚩
ま
で
に
、
往
復
（

ガ

キ

に

氏

名

余

り

が

な

）
・
住

所

・

電

話

番

号

・

学

年

・
何

で

知

っ

た
か
を
記
入
し
て
、
〒
ｍ
一
－
1
1

4
6
我
孫
子
市
咼
野
山
新
田
一
九

三
　

千

葉

県

手

賀

沼

親

水

広
場

（

登

0
4
7
1
・
8
4
・
Ｏ
に
Ｘ
ｑ
ｙ
に
°
）
　
へ

常
盤
平
老
人
福
祉
セ
ン

タ

ー
日
本
舞
踊
浴
衣
会

8
月
1
2
日
㈲
正
午
開
演
　
会
場

ハ
ケ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用
無
料

圖
坂
東
昔
3
4
2
・
1
6
6
1

童

謡

コ

ン

サ

ー

ト

8
月
2
9
日
水
午
後
1
時
3
0
分
～

4
時
　
会
場
市
民
劇
場
　
内
容
音

楽

家
に
よ
る
唱
歌

・
童
謡

・
抒
情

歌
な
ど
　
費
用
二
百
円

圖
松
戸
童
謡
の
会
・
上
條
登
3
8
5
・

松

戸

栄

暮

ら

し

の

相

談

と

ミ

ニ

教

室

1
介
護
＝
8
月
2
0
日
丱
2
税
務

＝
8
月
7
日
天
・
2
1
日
㈹
5
年
金

＝
8
月
1
0
日
原
・
1
7
日
原
4
法
律

＝
8
月
8
日
水
・
2
8
日
㈹
・
3
1
日

原
5
財
産
形
成
＝
8
月
9
日
米
・

1
1
1
1
日
出
・
1
6
日
天
・
9
9
一
日
水
・
2
3

日
天
・
2
5
日
出
・
2
7
日
丱

必

詳

細

は

お

問

い
合

わ

せ

を

圖

松

戸

栄

暮

ら

し

の
相

談

セ

ン

タ

ー
昔
3
6
0
・
戸
り
冖
り
Ｉ
り
乙

五

香

さ

く

ら

通

り

商

店

会

・

夜

空

シ

ア

タ

ー

8
月
1
1
1
1
一
日
市
午
後
6
時
～
9
時

〔
雨

天

の

場

合

は

翌

日

〕
　
会

場

花

車

駐

車

場
（
五

香

）
　
内

容
「
テ

ィ

デ
ィ

ー
と

ア
ニ

ー
」
「
ピ

ン
チ

ラ
ン

ナ

ー

」
の
二

本

を

上

映
　

定

員

当

日

先

着
百

人
　

費

用

無

料

圖

五
香

さ
く

ら

通

戻

商

店

会

夜

空

シ

ア

タ

ー

実

行

委

員

会

・
篠

塚

昔

3
8
9
・
2
5
3
0

視

覚

障

害

者

と

の

交

流

会

9
月
2
0
日
困
午
前
1
1
1
1
1
1
時
（
現
地

集
合
）
　
会
場
2
1
世
紀
の
森
と
広

場

木
も

れ
陽

の
森
　

内

容
三

者
（
松

戸
市

視

覚

障

害

者

協

会

・
松

戸

点

訳

会

・
松

戸

朗

読

奉

仕

会

）

の
各

会

員

な

ど

が

参

加

し

て

の
交

流

会

（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
）
　
対
象
視
覚
障

害

者
　

持

ち

物

お

に

ぎ
り

・
飲

み

物
　
費
用
七
百
円
（
食
材
・
炉
・

炭

代

）

※

身

近

に

視

覚

障

害

を

持

つ
人

が

い
た

ら

お

知

ら

せ

く

だ

さ

い
。

圃
8
月
1
5
日
水
ま
で
に
、
電
話
で

松
戸
朗
読
奉
仕
会
・
大
石
昔
3
4
5
・

1
4
2
1
へ

ス

ペ

シ

ャ

ル

ラ

イ

ブ

・

日

野

皓

正

コ

ン

サ

ー

ト

1
1
1
1
1
1
月
3
日
癲
・
2
5
囗
㈲
　
会
場

さ

わ

や

か
ち

ば
県

民

プ

ラ

ザ

（
柏

市
）
　
費
用
全
席
指
定
五
千
五
百

円

（
チ

ケ

ッ
ト

ぴ

あ
）

圖
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ
事

業
課
Ｊ
啄
公
0
4
7
1
・
4
0
・
ｏ
ｏ
″

紙

に

描

い

た

風

景

展

8
月
5
日
㈲
～
1
2
日
6
午
五
回
1
1

時
～
午
後
5
時
　
会
場
ア
ー
ト
ス

ポ
ッ
ト
ま
つ
ど
（
伊
勢
丹
松
戸
店

九
階
）
　
費
用
無
料

圖
淡
彩
画
会
ホ
ワ
イ
・
ー
マ
ッ
ト

・
菊
池
登
3
8
4
・
0
7
5
9

く

ら

し

の

植

物

苑

特

別

企

画

「
伝

統

の

朝

顔

」

8
月
7
日
㈹
～
9
月
9
日
㈲
（
月

曜
休
館
）
午
前
9
時
～
午
後
4
時

3
0
分
（
入
苑
は
午
後
4
時
ま
で
）

会
場
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
く
ら

し
の
植
物
苑
（
佐
倉
市
）
　
費
用

百
円
圖
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
昔
0
4
3
・

4
8
6
・
ｏ
1
2
3
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
（
ロ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
昔
0
5
7
0
・
0
0
8

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

大

会

9
月
1
5
日
癆
壬
圓
9
時
か
ら
（
受

け
付
け
は
午
前
8
時
3
0
分
か
ら
）

会
場
栗
ヶ
沢
公

園
庭
球
場
　

対

象

内
仕
住
・
在
勤
・
在
学
・
在
ク

ラ
ブ
の
人
　
種
目
1
ミ
ッ
ク
ス
＝

四
十

五
歳
未

満

・
四
十
五
歳
以
上

2
シ
ニ
ア
＝
男
女
四
十
五
歳
以
上

年
齢
別

（
四

十
五
歳

・
五
十
五
歳

・
六
十
歳
・
六

十
五
歳
・
七
十
歳
）

ル

ー
ル
国

際
ル
ー
ル
　

費
用
一
チ

ー
ム
二
千
円

匣
8
月
3
1
日
窗
ま
で
に
、
所
定
の

振
り
込
み
用
紙
（
1
は
年
齢
・
ラ

ン
ク
を
記
入

）
で
、
松
戸
市
ソ

フ

ト
テ
ニ
ス
連
盟
・
山
下
（
登
3
4
5
・

7
0
8
4
）
　
　
へ

文
武
館
少
林
流
空
手
道
・

全
世
界
古
武
道
協
会
展
示
会

8
月
1
2
日
㈲
～
9
月
2
日
㈲
午

前
9
時
～
午
後
9
時
　
会
場
青
少

年（
贔

ぽ

拡
禄

風
景
・
書
・

武
具
等
の
展
示

固
ロ
ー
・
パ
ト
リ
ッ
ク
昔
ｍ
・
2

ハ

ワ

イ

ア

ン

カ

ー

ニ

バ

ル

8
月
Ｈ
一
日
市
午
後
1
時
3
0
分
～

4
時
　
会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　
内

容
東
葛

地
区

で
活
動

し
て

い
る
四

つ
の
ア
マ
チ
ュ
ア
ハ
ワ
イ
ア
ン
バ

ン

ド
と
、
四

つ
の
フ
ラ

ダ
ン
ス
チ

ー
ム
に
よ

る
演
奏

と

ダ
ン
ス
　

費

用

無
料

圈

マ
（

ロ

ー
コ

ー
ル
ズ

・
神
崎

公

0
4
7
1
・
7
5
・
1
7
7
0

大

藤

由

美

子

・

高

橋

幸

子

ジ

ョ

イ

ン

ト

コ

ン

サ

ー

ト

9
月
1
日
出
午
後
2
時
3
0
分
～

4
時
3
0
分
　
会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1

内
容
シ
ャ
ン
ソ
ン
・
ジ
ャ
ズ
・
童

謡

・
オ
ペ
ラ

・
歌
曲
ほ
か
　

菩
用

二
千
五
百
円

圖
ひ
ぐ
ら
し
の
会
・
荒
井
公
3
8
9
・

常
総
線
沿
線
ウ
ォ

ー
ク
ラ

リ

ー
し
も
つ
ま
大
会

9
月
9
日
㈲
、
多
賀
谷
城
址
公

園
（
関
東
鉄
道
常
総
線
下
妻
駅
西

側
市
役
所
前
）
集
合

定
員
先
着

二
百
組
　
費
用
五
百
円
（
中
学
生

以
下
二
百
円
）

圃
8
月
2
0
日
丱
〔
必
着
〕
ま
で

※
申
し
込
み
方
法
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

固
下
妻
市
企
画
課
登
0
2
9
6
・

4
3
・
2
1
1
1

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ

ー
体
験
ス

ク

ー
ル

1
8
月
2
2
日
水
午
後
8
時
3
0
分

～
9
時
3
0
分
2
8
月
2
5
日
田
午
後

9
時
4
5
分
～
1
0
時
4
5
分
　
会
場
ア

イ
ス
ア
リ
ー
ナ
新
松
戸
（
ダ
イ
エ

ー
新
松
戸
店
内
）
　
対
象
四
～
十

三
歳
　
費
用
保
険
料
四
百
五
十
円

（
貸
し
靴
代
六
百
二
十
円
）

圃
電
話
で
松
戸
ジ
ュ
ニ
ア
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
ク
ラ
ブ

ー
リ
ト
ル
ス
タ

ー
・
増
田
登
3
9
1
・
6
4
2
2
へ

ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
サ

マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

8
月
1
8
日
出
午
後
1
時
3
0
分
～

4
時
　
会
場
市
民
劇
場
　
内
容
ギ

タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
の
五
団
体
の

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
　
費
用

無
料
圜
松
戸
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
・
飯
島
登

3
4
4
・
5
1
3
6
（
夜
間
の
み
）

チ

ャ

リ

テ

ィ

健

康

カ

ラ

オ

ケ

コ

ン

テ

ス

ト

8
月
2
1
日
㈹
、
1
0
月
1
6
日
㈹
、

1
2
月
1
9
日
水
午
後
6
時
～
8
時
5
0

分
　

会

場
市
民
劇
場
　

内

容
カ
ラ

オ
ケ
コ
ン
テ
ス
ト
　
費
用
無
料
（
出

場
者

は
二
千
円
）

※
出
場
4
1
し
込
み
は
不
要
で
す
。

圖

健
康
カ
ラ
オ
ケ
普
及
会
・
富
永

昔
3
4
1

シ

ョ

ー

ト

テ

ニ

ス

教

室

9
月
8
日
～
1
2
月
8
日
の
第
二

・
四
土
曜
日
〔
全
七
回
〕
1
午
前

9
時
～
1
0
時
1
5
分
2
午
前
1
0
時
1
5

分
～
Ｈ
時
3
0
分
3
午
後
1
時
～
2

時
1
5
分
4
午
後
2
時
3
0
分
～
3
時

4
5
分
会
場
1
2
栗
ケ
沢
小
学
校

3
4
和
名
ケ
谷
小
学
校
　
対
象
幼

稚
園
年

長
～
小
学
六
年
生
　

定
員

各
コ
ー
ス
四
十
人
　
費
用
四
千
円

（
保
険
料
を
含

む
）

圃
8
月
2
0
日
8
ま
で
に
、
往
復
（

ガ
キ
に
住
所

・
氏
名
（
フ
リ

ガ
ナ
）

・
学
年

・
電

話
番
号
を
記
入
し
て
、

干
万
一
－
0
0
2
1
松
戸
市
小
金
原

二

の
二
〇
の
ニ

ー
　
千
葉
県

テ
ニ

ス
協
会
ジ
ュ
ニ
ア
委
員
会

・
飯
島

登
3
4
4
・
3
2
3
2
へ

グ

ラ

ウ

ン

ド

ゴ

ル

フ

教

室

8
月
2
6
日
㈲
午
前
9
時
ｙ
正
午

会
場
六

高
台
ス

ポ
ー
ツ
広
場
　

対

象
地
域
住
民
　

費
用
百
円

（
保
険

料
）
※
初
心
者
歓
迎
し
ま
す

。

圃
当
日
会
場
で

圖
体
育
指
道
萎
員
・
菊
池
昔
3
8
7
・

松

戸

歩

こ

う

会

9
月
9
日
㈲
午
前
7
時
松
戸
駅

市
民

ギ
ャ
ラ
リ

ー
前
集

合
　
コ

ー

ス
外
房

・
土
気

・
昭
和

の
森

散
策

対
象
六
十
五
歳
以
上

の
人
　

定
員

先
着
五
十
人
　
費
用
四
百
円
（
保

険
料
等
、
交
通
費
実
費
）

圃
8
月
1
5
日
水
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往

復
（

ガ
キ
に
住
所

・
氏
名

・
年

齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒

2
7
1
－
0
0
6
4
松
戸
市
上
本
郷
二

二
七
五
　
古
田
咲
子
（
昔
3
6
3
・
4

8
4
8
、
午
後
6
時
～
9
時
）
へ

借
地
借
家
の
無
料
相
談

8
月
7
日
㈹
午
後
1
時
～
4
時

会
場
勤
労
会
館

※
契
約
書
等
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

圜
松
戸
借
地
借
家
人
組
合
・
蝪
箍

昔
3
4
5
・
り
ａ
［
ａ
4
0
0

爽
快
！
カ
ヌ
ー
ツ
ー
リ
ン

グ8
月
2
2
日
水
～
2
4
日
窗
〔
二
泊

三

日

〕
　

会

場

県

立
水

郷
小

見

川

少

年

自

然

の

家
　

内

容

カ

ヌ

ー

の

基

礎

か
ら

学

び

、

最

終

日

に

は

黒

部

川

を

ツ

ー

リ

ン

グ
す

る
　

対

象

小

学

五

年

～

中

学
三

年

生

の

初

心

者
　
定
員
先
着
五
十
人
　
費
用
六

千

円

（
食

事

代

・
保

険

料

等

）

圃
8
月
8
日
水
ま
で
に
、
電
話
で

県
立
小
見
川
少
年
目
然
の
家
　
0

ｔ
哇
7
8
゛
8
2
゛
Ｉ
Ｑ
り
4
り
ａ
へ
ｏ
そ

の
後

、
申

込

書

を

郵

送

。

※
詳

細

は

お
問

い

合

わ

せ

を
　

・

リ

ボ

ン

ク

ラ

ブ

夏

休

み

無

料

体

験

教

室

8
月
2
8
日
㈹
～
3
0
日
水
1
小
学

校
低
学
年
＝
午
前
9
時
3
0
分
～
1
0

時
3
0
分
5
小
学
校
高
学
年
＝
午
前

1
0
時
3
0
分
～
1
1
時
時
3
0
分
　
会
場
青

少
年

会
館
　

内
容
手
具
体
操
　

対

象

小
学
生
女
子

圃
当
日
会
場
で

圖
リ
ボ
ン
ク
ラ
ブ
・
中
西
昔
3
4
8
・

ス
ポ
ー
ツ

情報
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集
ま
れ
！
ふ
る
さ
と
村
「
ま

つ

ど

函

館

村

」

村

民

募

集

松

戸

市

民

の
多

く

は
全

国

か

ら

移

り

住

ん

で

き

た

人

で

す

。
松

戸

を

ふ

る
さ

と

と

し

て

「
住

ん

で

よ

い
ま

ち

・
訪

ね

て

よ

い
ま

ち

」

と

し
て
誇
り
を
持
て
る
松
戸
に
す
る

た

め

に

、

市

や
町

な

ど
を

単

位

と

し

た

原

風

景

を

共

有

す

る
同

郷

の

仲
間
た
ち
が
集
い
、
協
棲
村
を
開

き

ま
す

。
第

一
号

の
協

棲

村

は
「
ま

つ

ど
函

館

村

」

で

す

。

村
民

資

格

市

内

在

住

・
在

勤

・

在

学

の
人

で

函

館

生

ま

れ
（
育

ち

）

の

人

（
お

遊

び

に
賛

同

す

る
人

で

あ

れ

ば
村

民

に

な

れ

ま

す

の

で

、

ふ

る
さ

と

ま

ち

づ
く

り

役

場

ま

で

ご

相

談

く

だ

さ

い
）
　

村

民

活

動

1
村
民
相
互
の
交
流
2
函
館
に
し

か

な

い
こ

だ

わ

り

物

産

の

紹

介

・

販
売
3
函
館
と
の
情
景
父
流
4
今

後

開

村

す

る
協

棲

村

と

の

ふ

る

さ

と

腕

自

慢

交

流

等

※
8
月
1
1
1
1
一
日
市
午
後
2
時
～
4
時
。

松

戸

フ

コ

ク

生

命

ビ

ル

（
小

根

杢

父
番

隣

）

三

階

会

議

室

で

開

村

式

を

行

い
ま

す

。

柏
市
・
我
孫
子
市
・
沼
南
町

［
］
手
賀
沼
花
火
大
会

8
月
4
日
出
午
後
7
時
～
8
時

3
0
分
〔
雨
天
の
場
合
は
翌
日
〕

会
場
引
市
・
我
孫
子
市
・
沼
南
町

の
手
賀
沼
湖
畔

圖
柏
市
商
工
課
昔
0
4
7
1
・
6
7

・
1
1
4
1

関
宿
町

【
】
第
1
1
回
関
宿
ま
つ
り

8
月
2
5
日
出
午
後
2
時
～
9
時

圉
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
松

戸
ま
ち
づ
く
り
父
流
室
テ
ン
ト
小

屋
内
松
戸
ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り

村
役
場
登
3
6
7
・
8
8
8
9
囲
3
6
7
。

8
8
2
7
へ

牛

乳

乳

製

品

利

用

料

理

コ

ン

ク

ー

ル

募

集
料
理
牛
乳
乳
製
品

を
使
用

し
、
材
料
費
四
人
分
で
二
千
四
百

円

以
内
の
ア
イ

デ
ア
料
理

（
一
時

間
以
内
で
作

れ
る
も
の
）
　

対
象

県
内
在
住
の
人

（
現
職

の
調
理
師

を
除
く
）
　
審
査
方
法
書
類
選
考

後
、
十
人
に
1
0
月
4
日
本
の
千
葉

県
大
会
で
実
演
し
て
も
ら
い
各
賞

（
最
優
秀
賞
一
人
、
優
秀
賞
一
人
、

優
良
賞
八
人
）
を
決
定

圃
9
月
3
0
日
㈲
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

料
理
名

・
材
料
名

・
分
量

・
材
料

費
・
作
り
方
・
所
要
時
間
・
郵
便

番
号

・
住
所

・
氏
名

・
年

齢

・
性

別

・
職
業

・
電
話
番
号

を
記
入

し

て
、
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で

〒

2
6
0
－
0
0
1
4
千
葉
市
甲
央
区
本

千

葉
町

一
三

の
一

本

千

葉

ビ

ル

千
葉
県
牛
乳
普
及
協

会
「
牛
乳
乳

製
品
利
用
料
理
コ

ン
ク
ー
ル
」
係

囲
0
4
3
・
作
一
・
4
8
2
3
　
（
登
0
4
3
・

2
2
4
・
4
8
3
9
）
　
へ

〔
雨
天

の
場
合
は
翌
日
〕
　
会
場
ふ

れ
あ

い
広
場

（
関
宿
町
宝
珠
花
橋

下

の
江

戸
川
河
川
敷
）
　

内

容
花

火
大

会

・
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
シ

ョ
ー

・
軽
飛
行

機
の
体
験
飛
行
ほ
か

圖
関
宿
町
商
工
観
光
課
昔
0
4
7

1
・
9
8
・
1
1
1
1
内
線
3
3
6

柏
市

【
】
兼
子
隆
雄
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ

タ
ー
名
曲
集

9
月
2
1
日
窗
午
後
7
時
開
演

会
場
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
ク
リ
ス
タ
ル
ホ

ー
ル
　
眥
患

直
曽
由
一
般
三
千

円
、
学
生
二
千
円

圜
柏
市
教
育
青
貝
会
文
化
課
チ
ケ

ツ
ト

ガ
イ
ド

登
隰

0
4
7
1
・
6
7
・

［
Ｄ
7
8
［
Ｄ

ぜ
ん
そ
く
教
室

8
月
2
2
日
衝
午
後
2
時
～
3
時

3
0
分
　
会
場
国
立
精
神
神
経
セ
ン

タ
ー
国
府
台
病
院
（
市
川
市
国
府

台
）
　
内
容
ぜ
ん
そ
く
を
楽
に
す

る
呼
吸
法
、
よ
く
す
る
鍛
錬
法

費
用
無
料

圖

国

立

精

神

神

経

セ

ン

タ

ー
国

府
台
病
院
登
3
7
2

・
9
Ｘ
ｒ
ａ
0
1

子

ど

も

ゆ

め

基

金

助

成

金

募

集独

立

行

政
法

人

国

立

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク
記

念

青

少

年

総

合

セ

ン

タ

ー

で

は

、

子

ど

も

の
体

験
活

動

の

振

興

を

図

る
取

り

組

み

の

裾

野

を

拡

げ

、
子

ど

も

の
自

主

性

、
協

調

性

、

主

体

性

な

ど

を
育

み

、

子

ど

も

の

健

全

な

育

成

を
図

る

こ

と

を

目

的

と

し

た

活

動

を

支

援

し

ま

す

。

締
め
切
り
8
月
3
1
日
窗

固

独

立

行

政

法

人

国

立

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク
記

念

青

少

年

総

合

セ

ン

タ

ー

昔
0
3
・
5
7
9
0
・
8
1
1
8

鎌

ケ

谷

市

［
］
第
2
7
回
市
民
夏
ま
つ
り

8
月
2
5
日
出
正
午
～
午
後
8
時

〔
雨
天

の
場
合
は
翌
日
〕
　
侖
場

貝

柄
山
公
園
　

内

容
フ
リ

ー
バ
ザ
ー

ル

こ
旦
一
泓
・
仕
掛
け
花
火
ほ

か

※

「
水
辺
に
親
し
む
親
子

の
つ
ど

い
」

が
夏
ま

つ
匯（
会
場
で
同

時

開
催
さ
れ
ま
す

。

内

容
ド
ジ

ョ

ウ
つ
か
み

・
ど
う

ぶ
つ
ぶ
れ

あ

い
ラ
ン

ド
ほ
か

圖
市
民
夏
ま

つ
戻

実
行

奮

貝
会
事

務
局
昔
0
4
7
・
4
4
5
・
1
1
4
1
内
線

4
8
7

野
田
市

［
］
第
5
0
回
野
田
七
夕
ま
つ
り

8
月
3
日
窗
～
5
日
㈲
会
場

野
田
市
本
町
通
り
ほ
か
　
内
容
お

結

婚

ま

で

あ

と

チ

ョ

ッ

ト

・

新

婚

ホ

ヤ

ホ

ヤ

講

座

9
月
1
日
出
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
5
0
分
（
受
け
付
け
午
後
1
時

3
0
分
～
1
時
4
0
分
）
　
会
場
中
央

保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
　
内

容
幸
せ

な
家
庭

づ
く
り
の
た

め
に

、
も

っ

と
知

ろ
う

お
互

い
の
体

の
こ

と
、

夫
婦
の
こ
と
1
「
安
心
し
て
妊
娠

を
迎
え
る
た
め
に
」
2
「
日
ご
ろ

の
健
康
管
理

・
健
康
情
報

な
ど
」

謹
師
1
藤
縄
産
婦
人
科
医
院
医
師

・
村
山
和
代
氏
2
市
保
健
婦
　
対

象
未
婚
ま
た
は
新
婚

の
男
女

（
お

一
人
で
も
参
加

歓
迎
）
　

春
用

無

料圃
8
月
3
0
日
困
ま
で
に
、
電
話
で

小
金
保
健
福
祉
セ
ン
タ
1
ｓ
3
4
6
・

Iにａ
βｏ
Ｏ

ｌ

ヘ
　
　
　
　ド

［
］
思

春

期

な

や

み

相

談

9
月
3
日
丱
午
後
2
時
3
0
分
～

4
時
3
0
分
　
会
場
松
戸
保
健
所

内
容
精
神
科

（
児

童
）
医

師
に
よ

る
相
談
　

対
象

本
人

・
家

族
・
関

係
者
　

費
用

無
料

圖
松
戸
保
健
所
地
域
指
導
課
昔
3
6
1

・
ｎ
乙
・
1
り
乙
Ｉ

ど
り

パ
レ

ー
ド

ー
カ
ラ
オ

ケ
大
会

・
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

ー
レ

ガ
ッ

タ
ロ

ー
ド
レ

ー
ス

圖
野
田
七
夕
ま

っ
戻

実
行

宮

貝
会

昔
Ｏ
ｔ
4
‘
7
1
・
2
3
・
1
0
0
0
に
り

流

山

市

［
］
第
1
0
回
流
山
ロ
ー
ド
レ
ー

ス

大

会

1
0
月
7
日
㈲
午
前
い
1
1
一
時
ス
タ
ー

ト
　

コ

ー

ス
総

合

運

動

公

園
周

回

コ

ー
ス

午

ｊ

）
　

費

用

二
千

円

圃
8
月
2
1
日
㈹
〔
消
印
有
効
〕
ま

で

に

、

所
定

の
申

込

用

紙

に

必
要

事

項

を

記

入

し

、

参

加

費

を
添

え

て

郵

便

局

で

申

し

込

み

※
詳

細

は

お

問

い
合

わ

せ

を

圖
流
山
市
社
会
体
育
課
昔
0
4
7

1
・
5
9
・
ｌ
ｎ
乙
1
9
乙

東

松

戸

病

院

眼
科

外

来

の
休
診

休
診
日
8
月
1
5
日
水
・
2
4
窗

圖
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
東
松
戸
病

院
総
務
課
登
3
9
1
・
5
5
0
0

中

学

二

・

三

年

生

の

風

し

ん

予

防

接

種

風

し
ん
と
は
軽

い
カ
ゼ
症
状
で

始
ま
り
、
発
し

ん
、
発

熱
、
後
頚

部
リ
ン

パ
節
膨
張

な
ど
が
主
な
症

状
で
す

。

妊
娠
初
期
の
妊
婦
が
か
か
る
と
、

先
天
性
風
し

ん
症

候
群

の
子

ど
も

が
生
ま

れ
る
可
能
性

が
高
く
な
り

ま
す

。

風
し

ん
予
防
接
種

は
一
生
涯

に

一
回

の
接
種
で
免

疫
が
っ
く
と

い

わ

れ
て

い
ま
す

。

予
防
接
種

は
男
女
共

に
受

け
ら

れ
ま
す

の
で

、
ま

だ
受

け
て

い
な

い
人
は
、
夏
休

み
等

を
利
用

し
て

計
画
的
に
受
け

て
く

だ
さ

い
。

予
診
表

が
な
い
と
無
料
で
受

け

ら

れ
ま
せ

ん
の
で
、
中

央
保
健
福

祉
セ

ン
タ
ー
・
各

支
所
の
市

民
健

康
相
談
窓
口
ま

た
は
（

ガ
キ
に
左

記

の
要
領
で
記
入
し

て
申
し
込
ん

で
く
だ

さ
い
。
（
後
日
郵

送
）

圖
保
健
福
祉
課
予
防
衛
生
係
登
3
6
6

・
7
4
8
4

予防接種対象者

中学2年生以上16

歳未満で以前風し

んまたはMMR  (麻

しん・風しん・お
たふく かぜ混合）

の接種を受けてい

ない人

南

極

教

室

8
月
2
5
日
出
～
平
成
1
4
年
5
月

（
毎
月
一
回
程
度
）
　
会
場
新
松

戸

郷
土
資
料
館
ほ

か
　

対
象
小
学
四

年
～
中
学
三
年
生
　

定
員
二

十
人

（
抽
選
）
　
費
用
無
料
（
交

通
費
等

実
費
）

圃
8
月
1
8
日
出
ま
で
に
、
所
跫
の

申
し
込
み
用

紙
で

（
用
紙

は
電
話

で
請
求
）

圖
新
松
戸
郷
土
資
料
館
豊
3
4
4
・
1

ホ

ー

ム

ヘ

ル

パ

ー

三

級

養

成

講

座

8
月
2
2
日
水
～
1
1
1
1
一
月
2
2
日
附
汞

・
木

曜

日

を

原

則

に

全

八

回

〕

午

前
9
時
～
午
後
5
時
会
場
市
民

劇

場
　

内

容

講
義

・
実

習
　

対

象

市

内
在

住

で

六
十

～

六

十

五

歳

の

全

課

程

受

講

可

能

な

人
　

定

員

二

十

人

（
抽

選

）
　

春
乕

テ

キ

ス

ト

代

三

千

四

百

円

圃
8
月
1
0
日
次
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往

復
（

ガ

キ

に
住

所

・
氏

名

・
生

年

月

日

・
電

話

番

号

・
返

信

用

あ

て
名
を
記
入
し
て
、
干
2
7
0
－
2
2

5
1
松
戸
市
倥
ケ
作
二
七
七
の
四

賄

シ
ル

バ

ー
人

材

セ

ン

タ

ー

（

公

3
8
4
・
Ｑ
り
ｌ
ｎ
ｊ
1
）
　
　
へ

［
］
歴
史
講
演
会

「
戦
国
時
代

の
関

宿
」

9
月
9
日
㈲
午
後
1
時
3
0
分

会
場
県
立
関
宿
城
博
物
館
　
講
師

馬
の
博
物
館
学
芸
員
・
長
塚
孝
氏

定
員
先
着
七
十
人
　
替
乕
無
料

圃
8
月
9
日
米
か
ら
、
直
接
ま
た

は
電
話
で
関
宿
城
博
物
館
公
0
4

7
1
・
9
6
・
1
4
0
0
へ

［
］
福

助

菊

作

り

植

え

込

み

講

習

会

8
月
1
2
日
㈲
午
後
1
時
～
5
時

会
場
市
民
会

館

器
用

無
料

圖
千
松
菊
花
会
・
結
城
昔
3
6
3
・
5

創

業

応

援

セ
ミ

ナ

ー

9
月
8
日
出
1
講
義
Ｉ
＝
午
後

1
時
3
0
分
～
2
時
5
0
分
講
義
2

＝
午
後
3
時
～
4
時
2
0
分
3
個
別

相
談
＝
午
後
4
時
3
0
分
～
6
時

会
場

ボ
ッ
ク
ス
ヒ
ル
ハ

階
ク
リ
ス

タ
ル
ホ
ー
ル
　
テ
ー
マ
1
「
事
例

に
学
ぶ
創
業
の
ポ
イ
ン
ト
」
2
「
創

業
計
画

作
成
の
留

意
点
」
　

講
師

1
株
式
会
社
グ
ラ
ン
バ
ー
代
表
取

締
役
・
大
川
吉
美
氏
2
公
認
会
計

士

、
不

動
産
鑑
定
士
、
中
小
企
業

診
断
士
・
土
屋
晴
行
氏
3
中
小
企

業
診
断
士

ほ
か
　

定
員
先

着
八
十

人

杤
乕

無
料

圉
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
商

工
会
議
所
指
導
一
課
登
3
6
4
・
3
1

1
1
隰
3
6
5
・
0
1
二
に
ａ
Ｏ
へ

松
戸
村
立
雑
学
大
楽
「
ド

ク
タ
ー
・
パ
ッ
チ
・
ア
ダ
ム
ス

に
学
ぶ
こ
れ
か
ら
の
医
療
」

8
月
1
9
囗
㈲
午
後
2
時
～
3
時

3
0
分
会
場
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
（
八

柱
駅
下
車
徒
歩
二
分
）
　
講
師
あ

か
は
な
の
会
代
表
・
村
山
広
道
氏

費
用
無
料

圖
金
本
（
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
内
）

公
3
8
6
・
0
9
亠
9
（
7
1

千
葉
県
立
市
原
高
等
技
術

専
門
校
講
習
会

時
間
各
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後

3
時
3
0
分

圃

各

募

集

期

問

内

に

、

筆

記

用

具

・
（

ガ

キ

ー
枚

を

持

参

し

て

直

接

、

東

葛

飾

支

庁

商

工

労

政

課

相

談

室

窓
口
（
昔
3
6
1
・
4
0
8
9
）
　
へ

牆

基

立
市

原

高

等

技

術

専

門

校

登

0
4
り
ａ
戸
0
・
2
2
･
　
Ｃ
＾
l
 
i
-
1
1
に
ａ
4

県立小金高等学校オープンスクール

会場小金高等学校

圃講座No.1・3・4は当日会場で、N0.2はハガキに住所・氏名・電話

番号と手話講座希望と記入して、〒270－0032新松戸北2の14の1

小金高校オープンスクール実行委員会へ

圖小山S345-1859 (夜間のみ）

講
座
・
講
演

健
康

お
知
ら
せ

£

う`欒貊

7



広報まつど2001 年(平成13年)8月5日

厘みどりと花の課S366 ―7378

シリーズ第9回の紹介は、和名ケ谷・

本法寺の「サルスベリ」です。

サルスベリの原産地は中国南部です。

落葉小高木で、高さは3m ～9m になり

ます。幹はなめらかで、淡褐色の薄い

樹皮がはげ落ちた後は、白くなります。

サルもすベリ落ちるほど 、幹がなめ

らかなことから 、この名がついたそう

です。葉は、長さ3ｃｍ～8ｃｍのだ円形

です。7～9月ごろ枝先に、直径3ｃｍ～

4ｃｍの紅紫色か白色の花を咲かせます。

花の咲いている期間の長い木で、庭

木として古くから栽培されています。

本法寺の「サルスベリ」は 、樹高4m

強、幹周り1.6mくらいあり、境内の中

央に植栽されているので、山門をくぐ

ると、目の前にピンク色の花が飛び込

んできます。

21世紀の森と広場パークセンター催し物
行　事　名 日　時 講　師 定員

①
みどりの講習会

｢やさしいハイドロカルチャー｣

8/18 圉

午後IE侍30分～3時30 分

園芸研究家・中川

宏子氏
30人

②
みどりの教室

｢キャンプに行けない子集まれ冂

8/20 ㈲）

午前9時30 分～午後3時

ボーイスカウト松戸

鎌ケ谷地区協議会
30人

③
園芸教室

｢家庭菜園～秋まき野菜のポイント｣

8/22(tK)

午後1日韵O 分～3 時

みどりの相談員・

小林喜代次氏
∠LO人

④

夏休みクラフト

厂葉っぱや本の実を飾って木の

壁飾りを作ろう」

8/23  (:村・24 廊

吝午後1時30分～3時30分
辺の会 吝50人

⑤
みどりの講習会

｢秋から冬の花壇苗の栽培｣

8/25 ㈹

午後1日韵O 分～3時30 分

県立流山高校教諭

・大橋幸男氏
30 人

⑥
園芸教室

｢ハーブのふやし方｣

8/29 ㈲

午前10 時30 分～正午

みどりの相談員 一

丸尾三恵子氏
30 人

⑦
みどりの講習会

｢ベゴニアの魅力を我が家へ｣

9/ 2(日)

午後1日舸〇分～3時30 分

日本ベゴニア協会

理事・白鳥四郎氏
∠L5人

⑧
みどりの講習会

｢秋のハンギンゲバスケツ冂

9/15 蝪

午後1時30 分～3日韵O 分

ハンギンゲノでスケ

ットマスター・秋

山英史氏

30 人

会場パークセンター（④は森の工芸館、⑥は金ケ作育苗圃）

対象②＝初心者（保護者1 人につき小学4 ～6 年生2人まで）

費用③④⑦＝無料、①②⑥=  1,000円（材料費）、⑤=  1,500円（材料費）、⑧=2,500

円 （材料費）

圃④は当日森の工芸館で受け付け、そのほかは電話でパークセンターS345-8900

へ（先着順）

8
月
3
日
か
ら
メ
キ
シ
コ
合
衆

国
ベ
ラ
ク
ル
ス
で
開
か
れ
る
第
十

回
世
界
少
年
野
球
選
手
権
大
会
に

松
戸
市
立
第
六
中
学
校
三
年
の
涌

井
秀
章
君
が
出
場
す
る
。

こ
の
大
会
は
、
I
B
A
（
世
界

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
機
構
）
が
主
催
す

る
大
会
で
、
ア
メ
リ
カ
・
キ
ユ
ー

バ
・
韓
国
な
ど
十
二
カ
国
が
参
加

す
る
、
少
年
野
球
屈
指
の
大
会
で

あ
る
。
日
本
か
ら
は
日
本
リ
ト
ル

シ
ニ
ア
野
球
協
会
傘
下
の
三
百
七

2001 年日本リトルシニア関東連盟

春季大会で

慣
れ
た
ほ
う
が
良
い
と

誘
わ
れ
、
松
戸
リ
ト
ル

シ
ニ
ア
に
所
属
、
メ
キ

メ
キ
と
頭
角
を
現
す
。

身
長
一
八
三
㌢
、
体
重

七
〇
㌔
の
堂
々
た
る
体

格
か
ら
投
げ
る
速
球
は

百
三
十
㌔
を
超
え
る
。

打
者
と
し
て
も
打
率
四

割
を
超
え
る
な
ど
非
凡

十
ニ

チ

ー
ム
、
約

一
万

二
千
人
の

中
か
ら
日
本
代
表
と
し

て
十
八
人

が
選
抜
さ

れ
た

。

涌
井
君
は
小
学

一
年

の
終
わ
り

か
ら
地
元

の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
チ

ー

ム
に
所
属
し

、
全
国

大
会
に
出
場

し
た
こ
と
も

あ
る
。
そ
の
活
躍

が

「
松
戸
か
ら
甲
子
園
出
場
選
手
を
育

て
よ
う
」
と
活
動
し

て

い
る
松
戸

リ
ト
ル

シ
ニ
ア
の
大
黒

監
督
の
目

に
と
ま

っ
た

。
甲
子

園
に
出
る
た

め
に
は

、
中
学

の
時
か
ら
硬

球
に

な
も

の
が
あ
り
、
関
東
夏

季
大
会

が
始
ま

る
前

か
ら
注
目
の
選
手

の

一
人

だ
っ
た
。
涌
井
君
は
、
こ

の

大
会

で
第

二
試

合
の
ノ

ー
ヒ

ッ
ト

ノ
ー
ラ
ン
を
含
め
三
試
合
連
続
完

封

。
四

回
戦
で
破
れ
、
全
国
大
会

出
場

は
逃
し

た
も
の
の
、
今
回

の

快
挙
と

な
っ
た
。

松
戸

リ
ト
ル
シ
ニ
ア
の
活
動
は

土

・
日
曜
日

、
祝
日
だ
け
な
の
で
、

普
段

は
父

親
を
相
手
の
自
主
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
が
中
心
。
早
朝
か
ら

ラ

ン
ニ
ン
グ

・
素
振
り

・
投
げ
込
み

な
ど
二

時
間
程
度
の
練
習
を
欠
か

さ
な
い
が
、
そ
の
ほ
か
は
普
通

の

中
学

生
と
変
わ
ら
な

い
。
だ
か
ら
、

代
表

に
選
ば
れ
た
こ
と
も

「
ピ
ン

と
こ

な
か
っ
た
」
と

い
う
。
今
で

も
日

本
代

表
と

い
う

プ
レ

ッ
シ

ャ

ー
は
感
じ
ら
れ
な

い
。
た
だ
、
世

界

の
強
打
者
を
相
手
に
投
げ
て
み

た

い
と

い
う
思

い
は
、
時

が
た

つ

に

つ
れ
膨
ら
ん
で
き
て

い
る
と

い

う
。
監
督
や
母

親
に
聞
い
て
も
「
あ

ま
り

感
情
を
外
に
出
さ
な

い
タ
イ

プ
」
と
囗
を
そ
ろ
え
る
が
、「
ど
ち

ら

か
と

い
う
と
不

言
実
行

型
」
で
、

秘

め
た
闘
志

は
な
か
な
か
の
も

の

ら
し

い
。
将
来
の
希
望
は

「
甲
子

園

に
出
場
し

、
プ
ロ
野
球
選
手
に

な
り

た

い
」

と
は

っ
き
り
し
て

い

る
。「
行

く

か
ら
に

は
楽
し

ん

で
、

そ
し

て
優
勝
し

た

い
」
と

い
う
涌

井
君

の
今
後
の
活

躍

が
楽
し
み
で

あ
る
。

（
松
戸
新
田
在
住
）

第10 回世界少年野球選手権大会に出場

涌井 秀章選手

救急医療体制

: i ･ ; . ぺ i : . . ･

森のホール21 チケットガイド
固森 のホール21 チ ケッ トセンターQ384 ―3331

（午前10 時～ 午後ﾜ 時　月曜休館）htt ｐ://ｗｗｗ.intership.ｎｅjp广bmh21

期日 内　容 会場 開演時間 料　金

10/7
斜

歌と朗読による「智恵子抄」
原作/高村光太郎、作曲/清水
緇、ソプラノ/稲見里恵、朗
読/池田昌子､ピアノ/頼田恵、
合唱/「智恵子抄」合唱団

小ホール 午後2時
全席自由3,000円

ぴあ

10/13
㈹

小松原庸子プロデュース　ス
ペインフラメンコ舞踊団「カ
ルメン」 本場スペインの卜
ップアーチストを迎え、新世
紀におくる不朽の名作

大ホール 午後5時

Ｓ席8,000円
Ａ席6,000円
Ｂ席4,000円
ぴあ・ローソン

10/27
圉

千住真理子の「四季」
千住真理子＆スーク室内オー
ケストラ　ヴィヴアルディ／
「四季」、クライスラー/「愛
の喜び」ほか

犬ホール
午後3時
★

全席指定3,500円
学生1,800円
ぴあ・ローソン・
CN

11/6
(火)

イタリア・ベネチア室内管弦
楽団
バロック音楽を中心に当時の
衣装をまとって演奏　バッハ
／「Ｇ線上のアリア」、パッヘ
ルベル/「カノン」ほか

大ホール 午後ﾜ時
Ｓ席4,500円
Ａ席3,000円
ぴあ・ローソン

※会場は、いずれも森のホール21 で す。

※★印には、託児サービス（有料・予約制）があります。

詳細はお問い合わせください。

※学生割引は、森のホール21 チケットセンターのみ取扱います。

出場者募集
公演期日…11 月23 日蝪

会場…森のホール21 大ホール

応募資格…①将来音楽家を目指して、器楽（ピア

ノを含む）・声楽を練習中で、音楽大学入学程度

以上の演奏経験のある人　 ②定例的な活動を行う

数人の器楽合奏団（アマチュア可）

演奏曲目…各自のレパートリーから 巧分以内で演

奏できるクラシック音楽の分野の楽曲とします。

定員…25 組（応募多数の場合は抽選）

参加費用…1団体あたリ3,000円（演奏記録等の

実費）

申し込み…希望者は8 月31 日廊 〔必着〕までに、

ハガ牛で下記に書類を請求してください。所定の

申込書と募集要綱をお送りし ます。

申し込み先　 〒2ﾜO －2252 松戸市千駄堀646 の∠L

森のホール21 「ピアノ＆アンサンブル募集」ｲ系（昔

38∠L－2221 ）

※音楽経験のある人を対象に、この演奏会のボラ

ンティアスタッフを募集し ます。

上記と同じ要領で、森のホール21 「スタッフ募

集」ｲ系にお申し込みく ださい。

ピアノ＆アンサンブル・フェスティバル
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シリーズ第9回　サルスベリ

巨樹と古木をたずねて一一囗
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健康保険証をお忘れなく
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